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7 かしはら市議会だより

一般質問
奥
田　

英
人

奥
田　

英
人

（
政
志
会
）

防

災

対

策

宝
塚
市
役
所
で
は
、
火
災
に

よ
り
資
料
や
デ
ー
タ
が
損
失
し
た

が
、
本
市
で
の
対
策
は
。

大
阪
府
羽
曳
野
市
、
和
歌
山

県
田
辺
市
と
３
市
災
害
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
デ
ー
タ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
媒
体
の
相
互
保

管
を
実
施
し
て
い
る
。

火
災
時
の
来
庁
者
の
避
難
誘

導
、
消
火
作
業
な
ど
の
対
策
は
。

本
館
西
棟
、
東
棟
は
、
自
動

火
災
報
知
設
備
に
よ
る
非
常
ベ

ル
、
西
館
と
南
館
は
、
非
常
警
報

設
備
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
非

常
ベ
ル
が
鳴
り
、庁
舎
内
に
周
知
。

ま
た
、
非
常
放
送
設
備
に
よ
る
緊

急
放
送
と
と
も
に
避
難
誘
導
を
行

い
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
。

消
火
器
、
室
内
消
火
栓
の
取

扱
訓
練
な
ど
は
し
て
い
る
の
か
。

消
火
訓
練
は
、
平
成
20
年
以

来
実
施
し
て
い
な
い
。
今
年
度
の

計
画
と
し
て
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
、
消
防
計
画
に
基
づ
く

活
動
態
勢
や
消
火
器
設
備
等
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
、
職
員
へ
の
周

知
を
図
る
。
ま
た
、
消
防
署
の
防

火
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を

利
用
し
た
体
験
学
習
を
実
施
し
、

職
員
の
知
識
向
上
に
取
り
組
み
た

い
。
な
お
、
消
火
訓
練
は
、
職
員

の
知
識
を
広
め
た
上
で
来
年
度
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

室
内
消
火
栓
は
何
カ
所
あ
る

か
、
ま
た
、
ホ
ー
ス
の
長
さ
は
。

本
館
８
カ
所
、東
棟
３
カ
所
、

北
館
４
カ
所
、
計
15
カ
所
。
ホ
ー

ス
は
25
ｍ
〜
30
ｍ
で
あ
る
。

橿
原
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に

は
一
時
預
か
り
保
育
の
子
ど
も
た

ち
が
多
く
い
る
が
、
対
策
は
。

消
火
訓
練
を
年
１
回
実
施
し

て
い
る
。
前
回
は
、
今
年
２
月
に

実
施
し
、橿
原
消
防
署
員
を
招
き
、

通
報
、
避
難
、
消
火
器
の
使
用
訓

練
等
の
指
導
を
受
け
た
。

８
月
に
緊
急
地
震
速
報
の
誤

報
が
流
れ
た
が
、
実
際
に
速
報
が

あ
っ
た
場
合
、
来
庁
者
が
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
対
策
は
。

誤
報
が
あ
っ
た
際
、
多
く
の

職
員
は
何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

地
震
発
生
時
の
情
報
伝
達
、
安
全

確
保
、
避
難
誘
導
等
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
周
知
徹
底
に
努
め

る
。

速
報
の
後
、
地
震
発
生
ま
で

の
数
秒
間
に
職
員
や
市
民
は
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
い
い
か
。

机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
の
避

難
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
職
員

も
、
窓
口
に
来
て
い
る
市
民
に
注

意
喚
起
す
る
程
度
が
現
実
的
に
と

り
得
る
最
大
の
行
動
か
と
思
う
。

本
庁
舎
は
耐
震
性
が
な
い
。

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
市

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

一
日
も
早
く
建
て
替
え
や
移

転
等
の
中
か
ら
選
択
し
、
い
か
に

効
率
的
、
効
果
的
に
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
し
っ
か
り
出
来
、
市
民
に
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
で
き
る

の
か
を
、
真
剣
に
考
え
て
い
る
。

本
市
で
、
防
災
無
線
を
全
市

民
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
設
置
す
る

の
は
難
し
い
が
、
屋
外
に
い
る
方

な
ど
へ
の
伝
達
手
段
は
。

様
々
な
伝
達
方
法
が
あ
る
中

で
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
つ
い
て
も

導
入
す
る
か
は
別
に
し
て
、
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
本
市
も
そ
う
だ

が
、
９
９
．
６
％
の
市
町
村
が
Ｊ

‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
受
信
態
勢
が
調

っ
て
い
る
。今
後
さ
ら
に
整
備
し
、

緊
急
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
と
直
結

し
て
、
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
が
起
動

す
れ
ば
、
安
心
・
安
全
メ
ー
ル
も

自
動
送
信
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

橿
原
消
防
署
に
配
備
さ
れ
て

い
る
の
は
40
ｍ
の
は
し
ご
車
で
、

約
35
〜
38
ｍ
の
高
さ
ま
で
し
か
救

助
活
動
、消
火
活
動
が
で
き
な
い
。

そ
れ
よ
り
上
階
の
救
助
活
動
な

ど
、
市
と
し
て
の
対
策
は
。

平
成
26
年
に
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
が
発
足
す
る
。
消
防
車
等

は
、組
合
に
よ
り
整
備
し
て
い
く
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
装
備
に
つ
い

一
般質問
一
般質問

会
派
名
簿

公　

明　

党
（
4
名
）

大
北
か
ず
す
け
・
亀
甲
義
明

森
下
み
や
子
・
成
谷
文
彦

日
本
共
産
党
（
2
名
）

竹
森　

衛
・
西
川
正
克

至　

誠　

会
（
2
名
）

小
川
和
俊
・
奥
田　

寛

自
民
・
真
政
会
（
4
名
）

細
川
佳
秀
・
杉
井
康
夫

竹
田
き
よ
し
・
樫
本
利
明

第
16
期
新
人
議
員
の
会
（
3

名
）

高
橋
圭
一
・
宇
佐
美
孝
二

廣
井
一
隆

政  

志　

会
（
4
名
）

た
け
だ
や
す
ひ
こ
・
植
田
泰
文

松
木
雅
德
・
奥
田
英
人

い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し

な
い
議
員
（
5
名
）

河
合　

正
・
槇
尾
幸
雄

松
尾
高
英
・
大
保
由
香
子

水
本
ひ
で
こ

（
平
成
25
年
9
月
18
日
現
在
）

定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
諸
議
案
に
関
係
な
く
、

議
員
自
身
が
議
長
に
通
告
し
、
市
長
及
び
関
係
理
事
者

に
質
問
す
る
日
（
一
般
質
問
日
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
は
、
９
月
18
日
、
19
日
、
20
日
に
15
人
の

議
員
が
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

室内消火栓
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